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第75号

福岡県産米生産費項目別

100％　　割　合　の　動　き

i一　一一．－ � 

10 0 � �除頚！ �� 

農＝冥費 �� �� 

畜力或 �� �� 

肥 料 費 男” 働 「 �� �� 

昭和30年　　　35年　　　　40年 

種苗費
諸材料費

行残留0亘－月〇
〇年4和昭

永
久
選
挙
人

名
籍
の
縦
覧

昭
和
4
0
年
産
米

生

産

費

の

動

き

福
岡
県
の
婿
和
昭
十
年
産
米
の
十
ア

ー
ル
当
り
生
麗
質
は
、
二
八
、
六
8

円
で
、
前
年
に
く
ら
ぺ
る
と
三
、
人

形
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
玄
米
二
九

〇
両
当
り
で
は
、
九
、
〇
里
ハ
円
で
一

「
二
者
播
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
十
年
間
の
直
撲
生
産
費
の
項
目

別
割
合
の
動
き
は
、
左
の
図
に
み
ら
れ

る
と
お
り
で
す
。

戒
も
増
え
た
の
は
喰
穣
奥
で
、
三
十

年
の
六
、
四
坊
か
ら
一
四
、
九
％
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
賃
料
料
金
、
踏

材
料
費
も
、
続
重
陽
除
の
普
及
や
乾
燥

轢
、
自
動
車
の
使
用
等
に
よ
る
概
力
料

金
、
油
代
の
壇
加
の
た
み
、
そ
の
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
労
働

費
は
労
働
時
間
が
減
少
（
＋
ア
ー
ル
当

り
一
九
〇
時
間
よ
り
一
二
六
時
間
と
減

っ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
賃
の
上

昇
が
激
し
い
た
め
、
却
っ
て
占
め
る
割

会
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

他
方
蛮
力
は
、
碑
っ
ん
稔
等
の
普
及

に
よ
り
使
用
す
る
も
の
が
少
く
、
か
っ

て
は
八
、
五
彩
と
か
な
り
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
現
在
で

は
わ
ず
か
に
一
、
三
劣
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
又
生
産
費
の
約
二
〇
劣
を
占
め

て
い
た
肥
料
費
も
、
低
物
価
の
薗
臓
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
は
保
全
状
態

で
、
四
年
で
は
約
二
一
房
と
そ
の
割
合

は
下
っ
て
い
ま
す
。

農
村
の
労
力
は
益
々
窮
屈
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
か
、
現
在
ま
で
の
耕

う
ん
横
と
瞼
率
剤
の
使
用
に
よ
る
労
力

節
減
も
頭
打
の
状
態
で
、
今
後
は
田
植

自
閉
閉
園
閑

話
誓
次
の
と
お
。
縦

《
　
こ
の
名
簿
は
去
る
月
管

園
圏
圏
閣
圏

て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
万

一
脱
漏
、
誤
記
爪
議
が
あ
れ
ば

遼
糞
の
と
き
投
票
で
き
な
い
こ

露
盤
雷

≡
和
語
朋
輩
晶

一

午
前
8
時
5
0
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

二
日
馨
の
霧

間
隔
間
脳
阻

え
と
稲
刈
の
櫻
核
化
が
、
労
力
費
節
減

の
重
点
に
な
る
こ
と
で
し

ょう。捷
ら
に
燈
用
楼
戯
の
み

を
揃
え
る
こ
と
は
、
鰹
麗

典
貧
乏
に
追
い
や
ち
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
澱
頼

化
と
と
も
に
経
営
規
整

拡
大
す
る
と
か
、
機
械
の

共
同
使
用
に
よ
っ
て
効
率

嵩
め
る
と
か
、
生
暖
国

の
低
減
を
計
る
こ
と
が
必

要
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

態
林
省
福
岡
統
計
調
査

事
務
所

北
九
州
登
…
砲
隊
統
計

開
盃
官

金
子
彦
二
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出涛期の病虫蜜発生程度と減収割合
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後期病害虫防除表

台風による減収程度

風×　一二1　　　　1　）、）
伏×　×　X、＿つ　きi　）

磐梯痛×　　×　　X X　（‾）
水×　×　2日　2日　2日　2I雛

涼∴×は「ち：し，Cは「勘
●台風は聴榔後15隔日一二風連28の、／秒
●冠水は滋全輝で滴：癒96m
●倒伏・目薬勧綱の発生は台風通過後

産
米
一
割
向
上
運
動
　
（
申
）

病
害
虫
防
除
対
策
や

「
か
ん
ば
つ
」
え
の
横
え
は
よ
い
か

が
【

んお譲町

今
年
の
稲
作
に
つ
い
て
は
、
七
月
中

旬
以
降
の
商
況
多
照
に
よ
り
、
護
数
・

茸
丈
で
も
平
年
以
上
の
成
育
で
、
む
し

ろ
過
範
茂
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
病
雷
虫
の
恐
れ
や
、
台

風
雷
を
受
け
や
す
い
状
態
に
あ
り
ま
す

か
ら
充
分
こ
注
意
願
う
と
異
に
将
策
に

万
全
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
用
水
の
確
保

七
月
十
四
日
以
来
、
約
一
カ
月
遮
蔽

炎
塩
が
続
き
、
一
都
で
は
用
水
不
足
地

滞
が
で
て
い
ま
す
。

八
月
十
日
前
後
よ
り
水
は
必
婆
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
特
に
八
月
二
十
五
日

頃
よ
り
九
月
二
十
日
（
蘭
輔
期
）
ま
で

は
最
も
水
の
必
輩
な
時
期
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
年
の
よ
う
な
か
ん
ば
つ
年
に

は
ま
ず
用
水
確
保
を
第
一
義
と
し
、
間

断
瀧
水
（
一
時
的
水
切
り
）
は
水
利
事

鯖
が
好
転
し
て
か
ら
考
慮
下
さ
い
。

二
、
施
肥

高
温
多
照
の
影
響
に
よ
り
、
肥
料
の

分
解
は
促
進
さ
れ
て
お
り
、
お
盆
前
後

の
櫻
膿
は
必
襲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

但
し
、
元
脛
の
蛭
や
質
及
び
成
育
柏

も
充
分
駒
箆
し
て
適
出
を
施
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

な
お
蟹
一
次
穂
艦
の
計
画
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
八
月
二
十
三
日
⊥
千

五
日
頃
N
・
K
質
を
成
分
で
一
キ
ロ
か

ら
二
五
キ
ロ
程
度
施
し
ま
す
。

三
、
病
害
虫
防
除

お
盆
頃
か
ら
発
生
す
る
病
害
虫
と
し

て
は
、
端
哲
で
イ
モ
チ
・
モ
ン
ガ
レ
・

シ
ラ
ハ
ガ
レ
・
ゴ
マ
ハ
ガ
レ
等
が
あ

り
、
虫
害
で
は
ワ
ン
カ
類
メ
イ
虫
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
稲
の
生
殖
生
其
期

か
ち
発
熱
期
に
か
け
て
発
生
す
る
も
の

で
二
度
椴
両
署
受
け
る
と
（
別
表

一
）
の
よ
う
に
致
命
的
減
収
と
な
り
ま

す
か
ら
、
固
持
を
よ
く
観
察
し
、
扇
書

出
に
適
合
し
た
黛
の
使
い
分
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

峯
一
）
が
、
こ
れ
を
最
少
隈
に
喰
い
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
、
ま
ず
イ
末
の
ゆ
ね
と
倒
伏
を
防
く

た
め
、
台
風
が
接
近
し
て
来
ま
す
と

流
水
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ィ
、
雨
の
罷
麗
如
何
で
は
堆
（
イ
ゼ

キ
）
・
種
門
の
処
証
を
迅
速
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
部
落
の

係
の
方
は
大
橋
的
判
断
の
も
と
に
水

盛
・
湖
の
干
満
な
ど
加
味
し
て
処
距

願
い
ま
す
。

ウ
、
台
風
通
過
後
、
白
襲
枯
縞
や
ウ
ン

カ
類
が
急
激
に
発
生
し
ま
す
か
ら
圃

場
の
見
廻
り
を
し
て
、
発
生
の
徴
こ

う
が
あ
れ
ば
速
か
に
防
探
し
ま
す
。

芋
シ
カ

中

　

変

　

色

　

憩

モ
ン
ガ
レ
・
・

士
∴
恐
竜
イ
モ
千
・

ワ
ン
カ
類
・

下
　
メ
イ
虫
喰
入
出

で
ン
ガ
レ
・
・

メ
イ
虫
蛾
　
・

（
B
H
C
3
％
）

（
莞
需
レ
）
水
銀
剤

タ

フ

セ

ン

ト

・

モ

ン

プ

」
L
（
帝
位
㍗
ト
）

）
「
ピ
ー
シ
ソ
ト

‰
　
7
0
　
0
0
∴
∴
的
一
∴
仰
0
　
3
0
　
2
0
　
1
0

減
収
歩
ム
高

四
、
台
風
約
第

台
風
接
客
は
イ
末
の
坐
高
時
期
や
風

の
強
さ
商
の
有
無
な
ど
で
大
い
に
関
係

し
て
来
ま
す
。

ま
た
同
じ
雨
で
も
冠
水
の
軽
度
や
水

質
・
水
温
の
関
係
、
或
は
倒
伏
と
白
菜

枯
病
の
発
生
な
ど
発
熱
に
大
い
に
影
響

し
、
磐
翼
蟹
も
千
差
万
別
で
す
（
別

玄
米
奴
隷
比
率
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附加39年度及び胴和40年I要

九州地方に於げろ地籍調査実施概況

＼ 　　　　39年度　　40年度 ����ノ、　u 

凧∴測　l師i研一此∴率　面　前i比率 ���� 

料 �％ �山∴ �∵！ �1　21　　　24 

／‾ �70 �49131126 ��：　8∴∴∴＝ 

8．3 � �7．7 �16　　7； 

76 �5　…　　71 

ノ“ �11．2 �38．53 �9．9 �1 　7　　7 

11．5 �4656 �一里二耳 �5　　　　7 

蛇1，妃＿出＿工∴∴鎚・11 �18．21畢生＿＿ ��16丁 �11＿ぜ＿ 63∴，∴∴76 

計∴∴∴っ∴舞6．001100．0　　389．銘　100．0 

農業委員役員名簿
同　氏　　名　　役　腰i∴名

l　神野∴∴粟∴た士

2　号工　∴回天∴問会長、農政

3　！＿」校∴力則　農地

4∴英日∴纏I⊇；農地常長

5　伸．i　利冶∴農地

6　　！樋一　足政

7　出目日時霊∴松地

8　葉用　品ノ、成敗

新∴張硬、県i高点秦IlL訂

101　　　　′　毘政樟長

11性差　繁男　農政

12　神託∴．患∴農地

13　演目　和広∴畏敬

地
籍
諷
盃
の
歴
史
　
（
そ
の
五
）

し
て
は
新
規
着
手
の
十
三
力
町
村
を
加
　
1
4
月
か
ら
5
回
に
わ
た
っ
て
掲
赦
し

え
七
十
六
市
町
村
が
実
施
致
し
て
お
り
∴
∴
き
し
た
「
地
籍
胴
衣
の
歴
史
」
は
、

（
完
）
　
　
　
今
回
で
終
ち
し
て
い
た
た
き
ま
す
－

外
地
に
お
け
る
土
地
韻
査

わ
が
国
は
明
治
二
十
七
・
八
年
の
円

満
戦
争
に
よ
り
台
湾
を
餌
有
し
、
明
治

三
十
七
・
八
年
の
日
露
戦
争
に
上
っ
て

関
東
州
の
租
借
と
油
蝉
と
の
併
合
で

綿
、
第
一
次
欧
州
大
破
の
結
果
南
洋
藩

蛙
の
委
任
統
治
権
轟
待
し
、
日
本
の

新
領
域
と
し
て
統
治
す
る
こ
し
′
一
に
な
り

ま
し
た
。

わ
が
国
は
戦
国
晴
代
の
頃
か
ち
大
名

が
戦
勝
そ
の
他
の
名
田
を
以
っ
て
、
新

領
土
嘉
繕
す
る
と
、
そ
の
妨
細
工
の

実
体
を
彊
施
し
支
配
態
勢
を
確
立
す
る

た
め
、
必
ず
土
地
調
査
を
行
な
っ
て
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。
日
高
戦
争
以
後
わ

が
国
の
薪
飢
土
と
な
っ
た
台
湾
、
朗

締
、
関
東
州
及
び
南
洋
諸
島
に
対
し
ま

し
て
も
、
そ
の
実
体
把
塵
の
た
め
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
摘
発
を
行
な
い
ま
し
た
。

台
湾
は
明
治
三
十
一
年
か
ら
鴫
の
民

政
長
官
後
確
薪
平
に
よ
り
土
地
調
査
が

行
な
わ
れ
、
十
余
年
の
般
隼
を
か
け
全

島
の
調
査
を
完
了
し
ま
し
た
。
測
畠
技

術
者
は
熱
く
て
な
れ
な
い
韓
熱
帯
の
地

で
、
毒
蛇
や
藩
猿
の
攫
采
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
な
が
ら
壌
施
し
、
数
十
名
の
犠

牲
者
を
揖
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す。
朗
鱒
は
明
治
囲
十
一
年
‖
猷
合
併
と

間
鴨
に
土
地
調
査
を
行
な
う
こ
と
加
計

両
さ
れ
、
朗
鱒
総
蒋
府
の
外
局
と
し
て

′
土
地
櫛
査
常
々
を
設
け
、
朝
即
全
域

の
土
地
駒
発
を
実
施
し
大
正
十
年
頃
ほ

ぼ
そ
の
噂
藁
を
終
了
し
ま
し
た
。

次
い
で
政
府
は
関
東
州
及
己
南
洋
詔

島
の
土
地
調
査
を
実
施
し
、
縮
刷
巳
年

満
州
園
が
で
き
る
や
直
ち
に
同
舞
阪
の

外
局
と
し
て
　
ヶ
土
地
調
査
局
∵
を
設

け
、
後
に
土
地
調
琵
局
を
諸
政
総

局
○
と
改
称
し
ま
し
た
が
、
満
州
国
の

北
部
投
じ
西
北
部
の
ソ
講
国
境
線
を
除

く
他
の
全
域
に
つ
い
て
約
籍
調
託
か
実

施
さ
れ
た
の
で
お
り
三
㌔

か
く
し
て
ノ
喜
．
－
、
そ
の
値
C
－
坪
領
土

の
地
籍
調
葦
が
実
地
さ
れ
語
し
た
が
、

調
登
に
用
い
ら
れ
た
測
量
方
法
は
、
溝

州
関
を
除
い
て
他
は
全
部
地
上
法
を
も

っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
別
品
精
艦
は
現

在
わ
が
園
で
行
な
わ
れ
て
い
る
醜
摘
調

糞
と
ほ
ぼ
届
程
腿
の
も
の
で
、
明
治
初

年
に
行
な
わ
れ
た
土
地
調
査
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
禁
同
郡
度
の
も
の
で
あ
り

ます。
地
籍
調
査
の
実
態
状
況

回
」
調
査
法
が
制
定
公
布
さ
れ
た
の

は
昭
和
二
十
六
年
六
月
で
あ
り
ま
す
が

翠
一
十
七
年
は
試
行
調
錐
の
域
を
出
ず

地
籍
調
盃
が
事
業
と
し
て
木
枕
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
は
昭

和
二
上
八
年
度
か
ち
で
あ
り
ま
す
。

当
初
は
十
年
間
に
全
国
の
玉
婁
農
耕

踊
城
約
四
万
二
十
平
方
粋
の
草
葉
を
実

施
す
る
計
風
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

事
業
に
対
す
る
一
般
の
認
識
不
足
と
政

府
の
予
算
の
裏
付
が
な
か
っ
た
た
め
、

巾
業
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
計
師
倒

れ
に
な
り
は
し
な
い
か
と
心
配
さ
れ
た

も
の
で
主
の
り
玉
㌔

と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
年
五
月
．
国
土

調
査
促
進
特
別
持
描
法
が
制
定
公
諭
さ

れ
、
政
府
の
財
政
据
置
も
閣
議
決
定
時

項
と
し
て
安
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
専
業
は
全
国
的
に
伸
厨
を
見

せ
、
昭
和
三
上
八
年
疫
よ
り
伺
う
子
牛

計
蘭
の
三
年
日
に
半
蔵
相
川
上
年
股

の
簿
子
弟
約
は
八
億
八
千
万
月
に
も
証

し
て
お
り
ま
す
。

九
州
地
方
に
お
い
て
も
昭
和
一
十
七

年
に
、
短
閥
、
随
地
鳥
の
両
県
に
お
い

て
試
行
調
停
を
仕
な
い
、
捌
昭
和
二
十

八
年
度
か
ら
一
部
の
町
村
に
お
い
て
本

格
的
に
事
業
を
聞
姉
し
ま
し
た
が
、
故

堕
者
の
要
付
け
に
木
安
定
な
面
が
お

り
ま
し
た
の
で
、
事
業
は
轟
々
と
し
て

聖
／
な
か
っ
た
の
で
お
り
三
㌔

し
か
し
そ
の
徳
政
摺
財
故
据
置
の
増

縮
薯
U
事
業
の
車
要
漣
に
伴
い
、
各
県

日
へ
日
ソ
、
若
手
に
踏
切
っ
↑
㍊
丁
目
L
十

T
I
1
日
草
十
品
高
根
遊
星
引
出
洋
品
が
同

定
公
紅
さ
打
し
て
い
－
宗
美
章
－
－
に
直
近

に
の
っ
て
、
昭
和
川
上
有
性
に
十
三
三

農
業
委
員
役
員
構
成
決
ま
る

会
長
に
仲
野
氏
、
副
会
長
芳
賀
底

任
期
溝
－
に
よ
る
寝
業
零
＝
の
通
任

委
員
に
つ
い
て
は
、
堤
脇
腫
せ
ん
の
中
山

沢
裡
一
氏
、
な
ち
び
に
掌
識
請
願
者
と

し
て
葵
－
が
維
せ
ん
し
た
仲
野
磐
、
重

広
新
の
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
町
長
か
ら
、

7
月
2
5
日
母
で
遮
宿
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
1
月
1
5
日
蓮
華
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
1
0
名
の
委
員
と
と
も

に
新
し
い
…
曇
［
の
農
塞
蕎
］
全
日
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
去
る
7
月
飾
日
、

改
迎
後
初
の
擢
7
賽
は
余
が
闇
催
さ
れ

響
＝
の
持
戒
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
決

定
し
、
今
後
三
年
間
違
卸
町
の
農
薬

庇
、
或
い
は
農
民
の
地
位
同
士
の
た
め

尽
力
煩
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



いある月こしにめ
出るも十人て至以

行究目ハ
V

、Z－月8年
′4－和昭

藷 ー
公
よ
り
二
手
に
そ
れ
ぞ
れ
米
五
接
を
暢
う
。

木
守
村
自
賂
源
」
ハ
の
妻
の
自
在
惹
－
感
賞
し
網
政

一
を
し
い
た
。

一
ヒ
〇
三
　
十
一
月
十
一
i
l
以
後
七
年
間
鏡
面
出
場
校
の
刷

像
の
被
告
徴
目
撃

一
ヒ
〇
一
一
皮
秋
大
洪
水
に
あ
り
、
特
に
磐
点
、
鞍
手
、
宗

－
腰
を
葦
皇

一
六
九
九
　
修
験
鮒
近
場
桃
、
里
正
樹
野
氏
と
皆
様
神
社
々

一
六
九
五
∴
里
、
出
光
ノ
」
浅
春
神
社
に
参
詣
さ
れ
る
。

の
社
名
に
も
と
る
。

二
ハ
九
囲
－
浅
水
大
胡
神
を
八
蝕
大
明
柵
と
改
め
る
も
後
今

－
一
六
九
一
議
騰
装
難
緯
々
蘭
の
古
梅
郷
に

一
六
月
二
十
三
日
鋸
南
国
倹
約
令
発
布
。

一

　

－

す

る

〇

二
ハ
八
L
　
今
占
質
最
新
に
八
創
紳
社
を
五
歳
奴
よ
り
伽
詰

〓
ハ
八
六
　
法
宗
吾
を
今
の
地
に
建
直
す
。

一
六
八
叩
－
若
松
仕
吉
相
社
建
立
（
標
札
よ
り
雅
語
）

一
六
七
七
－
花
園
山
崎
神
社
に
草
野
極
論
を
合
肥
す
る
。

代
一
六
六
七
∴
藩
主
水
母
大
潮
に
お
茶
扉
を
造
営
す
。

一
六
六
五
一
邪
法
宗
門
の
踏
絵
を
な
き
し
む
。

二
ハ
六
閃
霜
諜
経
絡
㍗

る
も
ヒ
月
ヒ
ロ
醜
名
を
肥
る
。
こ
れ
が
た
め
功

一
永
世
寮
記
を
絶
た
な
い
－
」
と
を
誓
い
、
今
に
幸

が
ま
さ
に
刷
に
つ
か
ん
と
す
る
や
、
悲
哀
し
て

ー
胴
銚
畿
磐
講
読
詐
謹
書
缶

一
を
見
つ
け
十
六
才
の
騨
石
綿
門
を
詳
買
す
る
十
、

一
で
た
る
も
来
村
し
た
検
問
使
畑
中
に
稲
陳
あ
る

す
け
て
村
内
因
性
の
た
め
免
租
を
講
に
賦

（
寮
牢
）
の
部
名
、
十
六
才
の
弥
石
綿
問
を
た

今
占
質
柴
田
次
点
締
出
（
3
7
才
）
練
総
石
綿
冊

一
六
六
三
　
酒
造
寮
村
山
民
需
樹
雁
を
締
、
霊

二
塁
経
緯
昔
o

中
間
川
用
水
路
掘
さ
く
。

－
柁
脳
腫
元
に
延
命
地
橡
を
安
置
す
。

一
手
代
丸
小
仏
丁
薬
篭
に
観
世
音
を
蜜
証
す
。
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『遠賀町歴史年代表』を

贈るにあたり

永　田　量　一

過ぐる日、尭る日、その日々が自分のあゆむ
歴史であり、横しる蒙の歴史でもある、また村の
歴史を奮いているのであります。この時閲的な
記録を私達は常に自覚しな～ナればならないと思
います。この遠疎で磨かれてきた＝遠賀町の姿、
歴史を・ふりかえりながら本報をかりて町民の方
々に　『遼蛍町歴史年代表』をi贈りたいと思い
ます。　貝か～ナのとおり　完全なものではありま
せん。ただ一応の恰好だげっくった軽蔑のもの
で、この上は、個々人よりのご指導を待てより
一層のものに仕上げたいかんがえでおります。

どうぞ遼慮なきご抜．判をおまちしております。
陶紙面の都会で裏がこま切れになって見にくく
なると思いますが、出来るだけ切り抜いて角穀り
会わせ貼漆の出来るよう印刷の方もお願いして
おりますので社会科等の資料なとに利用してい
たゞ（ブぽこの上らない幸いと思っております。

雪＿＿安＿里＿＿竺＿」＿＿＿旦合時代l
代i　　　　　奈　　　　良

六　　七　　　　七　　ヒ

四　　一　　　　一　　三

六　　三　　　　五　　五

嘉
競
藷
緩
鶏

一
四
二
五
二
濫
発
織
笠
離
籍
霧
詣
正

一
て
播
適
せ
し
む
（
社
記
）

三
九
〇
嘉
露
盤
撥
羅
撥

≡
ハ
二
言
軸
護
群
庵
に
護
警
護
す
る

一
二
五
九
一
頃
の
古
記
に
志
の
元
」
の
地
名
が
み
え
ろ
〇

一
椀
種
し
た
の
は
こ
の
官
を
最
初
と
す
る
。

九
〇
二
　
菅
原
適
薬
筑
紫
に
下
り
舟
を
間
漠
に
泊
す
。

く
そ
の
始
め
を
知
ら
ず
」
と
慮
る
。

八
四
二
　
大
兵
元
年
文
む
に
「
島
田
水
駅
に
舟
二
股
を
お

る
（
那
蕊
）
。

七
四
九
一
こ
の
頃
今
泉
神
社
に
田
本
武
尊
を
祭
っ
た
と
あ

一
っ
た
。

七
三
七
　
九
州
地
方
か
ら
の
痘
瘡
が
全
国
に
塗
廻
し
て
行

一
虫
生
津
姫
探
造
成
。

一

霊

萱

畿

〇

一
新
穀
轟
の
露
〇

六
九
÷
離
髄
襲
護
裳
蓑
栄

一
別
鷺
山
古
都
欒
遮
。

多
く
農
民
の
死
者
甚
し
か
っ
た
。

九
州
地
方
に
痘
溌
大
流
行
す
る
北
九
州
に
鱒
に

麦
の
栽
培
が
は
じ
ま
る
。
（
古
事
記
）

を
班
胸
部
に
．

す
べ
て
二
学
に
蒔
き
あ
ら
た
め
ら
れ
た
、
関
都

全
国
に
園
や
郡
の
名
称
を
よ
い
文
事
に
改
め
、

大
化
改
新
の
詔
が
発
布
さ
れ
た
。

戦
前
妨
古
頚
の
進
威
さ
れ
る
。



がんお報町

今
月
の
税
金
、
掛
金

一
、
昭
和
四
十
一
年
水
稲
共
済
掛
金
、
賦
課
金

納

期

限

　

8

月

細

目

－
、
町
県
民
税
籍
二
期
分

納
期
限
　
8
月
節
　
目

－
、
国
展
健
康
保
険
税
第
二
純
分

納

期

限

　

9

月

3

1

日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

了
ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
〟

遠
賀
郡
民
体
育
大
会
開
腿
さ
る

しない。

商
品
柵
、
日
除
け
等
を
路
上
に
張
り

出
さ
な
い
。

通
路
を
物
置
き
又
は
作
楽
壇
等
に
使

用
し
な
い
。

▽
前
蕗
雑
観
の
効
果
を
妨
げ
る
よ
う
な

行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

龍
蕗
標
識
を
汚
頓
し
な
い
よ
う
に
す

る。道
路
礫
駿
に
類
似
し
た
広
告
物
を
近

く
に
設
け
な
い
。

○
道
路
は
県
民
生
活
の
血
管

と
い
わ
れ
ま
す
。
道
路
を

愛
し
ま
も
る
た
め
に
は
、

▽
通
路
の
排
水
を
妨
げ
る
行
為
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

通
路
に
土
、
準
ご
み
を
捨
て
な
い

路
面
、
側
溝
繁
の
浦
茄
に
協
力
し
合

う。沿
道
（
路
側
）
を
埋
立
て
る
と
き
は

必
要
な
手
続
き
を
し
て
許
可
を
っ
け

ね
ば
な
ら
な
い
。

▽
街
路
樹
を
愛
嬢
し
ま
し
ょ
う
。

街
路
樹
に
広
告
物
等
を
提
出
し
な

籍
に
ご
み
看
満
て
、
又
は
ご
み
箱

を
娃
か
な
い
。

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
実
施

遠
賀
郡
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
す
る
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
、
遠
賀
都
民
体
育
大
金
は

本
年
で
第
1
回
目
を
迎
え
、
左
記
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
多
数
蓉
加
、

ご
声
援
く
だ
さ
い
．

期
　
日
　
八
月
二
十
八
日
（
日
）

開
催
地
　
岡
　
垣
　
町

主
催
　
遠
賀
邸
徒
静
聴
会

岡
垣
町
徒
詩
協
会

通
費
都
督
牢
固
協
議
会

水
泳
、
陸
上
競
技
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
バ
レ
ー
、
庭
球
、
卓
球
、

相
銀
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道

本
町
は
、
毎
年
陸
上
饗
に
お
い
て

優
秀
な
逆
手
を
送
り
県
大
会
、
あ
る
い

は
全
国
大
会
へ
と
駒
を
進
め
て
い
ま

す
。
勉
の
謹
白
に
つ
い
て
も
そ
の
レ
ベ

ル
を
向
上
さ
せ
、
優
秀
な
成
績
を
残
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

後
援
遼
残
部
各
町
　
　
　
　
す
。

遼
費
郡
地
協
奏
協
譲
会
　
　
申
込
期
日
　
8
月
2
0
日
迄

遠
賀
郡
婦
人
会
連
合
会
　
　
申
込
先
達
蛮
醇
蕾
偽
金
疎
務

局
（
教
蕩
零
賞
金
肉
）

明
る
い
生
活
　
き
れ
い
な
道
路

電
車
講
講
評
H

例
年
の
と
お
り
本
年
も
国
土
建
設
に

関
す
る
行
宙
の
一
環
と
し
て
、
全
里

秀
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
県

に
お
い
て
は
、
8
月
1
日
か
ら
8
月
5
0

日
ま
で
の
一
ケ
月
間
を
「
通
路
を
ま
も

る
月
間
」
と
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い

ます。こ
の
遊
動
の
目
的
は
、
道
路
の
正
し

い
あ
り
方
お
よ
び
使
い
方
を
知
り
、
通

路
を
管
理
す
る
看
（
国
、
県
、
市
町

村
、
日
本
通
路
公
団
等
）
と
婆
利

用
す
る
寿
と
空
敦
協
力
し
て
馨

愛
し
、
ま
も
り
、
広
く
、
養
㌧
∴
旋
え

る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
遊
動
で
あ
り

ま
す
の
で
町
民
箱
の
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
遣
酸
を
ま
も
り
広
く
美
し

く
安
食
に
使
う
た
め
に
は

▽
逆
磐
不
法
に
培
用
す
る
こ
し
を
や

あ
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
物
件
を
設
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
必
要
な
手
続
差
し
て
許
可
を

う
げ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
交
通
の
障
害
に
な
る
霧
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

自
動
車
、
自
転
薫
路
上
に
放
証

福
岡
県
人
事
委
員
会
で
は
、
昭
和
餓

年
度
採
用
予
定
の
中
級
及
び
初
寂
醜
員

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
希
選
者
は
、
応
募
き
れ
ま
す
よ

う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

己

一
二
喬
欝
蕗

の
中
級
　
（
行
政
軍
務
）

○
短
期
大
学
を
昭
和
約
年
3
月
以
降

に
卒
業
し
た
著
ま
た
は
昭
和
盛
年

3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
（
年
令
を
問
わ
な
い
）

〇
人
賽
貴
会
が
前
記
に
該
当
す
る

薯
と
同
等
と
認
め
た
著

○
昭
和
⊥
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
2
1

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者

（
学
歴
を
問
わ
な
い
）

㈲
初
級
　
（
一
蟹
務
、
機
械
、
土

木
、
建
築
、
林
業
、
延
気
、
学
校

班
務
、
督
祭
神
務
）

○
昭
和
1
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
2
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
著
ま

た
は
昭
和
4
2
年
3
月
ま
で
に
高
等

学
校
主
毒
薬
す
る
見
込
の
着

た
た
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

㈹
日
本
の
国
蟹
着
し
な
い
考

㈲
禁
治
産
賽
お
よ
び
準
懇
治
産
膏

㈲
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
る
ま
で
ま
．
．
よ
そ
の

刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者
。

㈲
福
岡
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
磐
券
の
白
か
ら

2
年
を
経
過
し
な
い
鷲

㈲
日
本
国
愈
法
施
行
の
日
以
降
に
お

い
て
、
日
本
園
憲
法
ま
た
は
そ
の

下
に
成
立
し
た
政
府
を
怨
カ
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
斑
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
窪
成
し
、
ま
た
こ

れ
に
加
入
し
た
著
。

二
、
試
験
方
法

中
級
は
短
期
大
学
卒
業
程
度
、
初

級
は
商
等
学
校
卒
薬
種
軽
で
、
教

誌
、
専
門
試
験
か
行
な
わ
れ
ま
す
。

三
、
試
験
日
お
よ
び
試
験
地

昭
和
4
1
年
1
0
月
ェ
6
日
（
願
）

福
岡
市
、
久
留
米
市
、
綾
瀬
市
、

小
倉
区

四
、
受
験
申
込

○
申
込
先

福
岡
県
大
串
委
員
会
事
務
局

○
受
付
瑚
閥

昭
和
御
母
9
月
1
5
ロ
ー
9
月
3
0
日

五
、
そ
の
他

申
込
用
紙
の
請
求
、
ま
た
は
詳
細
に

つ
い
て
は
、
福
岡
県
大
軍
委
員
会
事

務
局
に
締
ま
く
だ
さ
い
（
返
信
料
1
5

円
切
書
添
え
る
こ
と
）


